


    
    


    




    happy?(01)
    どれだけの人に、読んでもらえるのかわかりませんが、

気の向くままに、ブログを使って、小説を書いてみます。

タイトルは、




“happy?"

では・・・はじまりはじまりー・・・
















あるひとつの、悲しい恋愛が終わる時、

あるひとりの【happy】が生まれています。




ひとりの【happy】って？ 




不思議な話ですけど、【happy】は、人間として生まれているんです。




生んだ親も気付きません。

でも【happy】は、いずれ芽生えるある心を持って、 

今日も生まれているんです。























“お疲れ様でしたー。”

美香が働いている某アパレルブランドのお店での

一日の仕事が終わり、店長との終わりのミーティング。




今日は、本社から言われている

日割りの予算を達成できたから、

店長もちょっと元気な声だ。




もう、このお店で働いて３年。




アルバイトで入ってから、毎日のように、

お客様にお店の中で、洋服を薦めている。




最初は、緊張してた接客も、さすがに馴れてきた。

ニコニコ笑うのも、わりと得意になった。　




今日は、これから圭介と待ち合わせ。




ご飯を一緒に食べてから、今日、自分の家に帰るか、

圭介の家で泊まるかは、成り行き次第かな。




一応、圭介の家にも、明日着る服ぐらいは、

置いてあるし…。











お店では、ミーティングも終わって明日の準備。

今日、売れた商品を、お店のストックルームから、

棚やハンガーに補充。 

乱れてしまっている、棚のカットソーなんかを、

畳みなおして、最後に店長へ




“お疲れ様でしたー。”




お店は、都内の某ファッションビルの中にあるから、

タイムカードを押して、従業員通用口から退出。




出る時に、警備の叔父さんに、

バッグの中をチェックされるけど、

毎日のことだから、バッグを開けてガバッと見せて、

叔父さんが見ている風の決まり事。




たぶん、叔父さんは、絶対に見ていない。






一応、他のお店の商品をパクってないかの



チェックなんだけど、パクったことないし…。











某駅の改札で、圭介を待つ。




圭介とは、高校３年の時から付き合って、もう５年。






今までに、２回別れて、２回やり直した。



今はお互い、仲も良く、マンネリと言えなくもないけど、

圭介は、家族みたいなもんだから、

一緒にいると、やっぱり落ち着くし、

しばらく会わないと、顔が見たくなる。











会社帰りの圭介が改札から出てくる。







圭介が

“お疲れー”って笑ってる。




“今日のご飯は、何食べるー？”

“とりあえず、ブラブラしなから、決めよっか？”




で、イタリアンな洋風居酒屋へ。











“孝ちゃん、早くも結婚だって！できちゃったって！”




圭介から聞いてびっくり！

孝ちゃんって、圭介の大学の時のお友達だけど、

まだ付き合いだして、５か月ぐらいだったはず、




できちゃったとは…孝ちゃん！。













【happy?(01)　終わり】











  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(02) 
    びっくりしたから、ワインも進む・・・。




孝ちゃんも大学を卒業して、今年いわゆる商社に就職したばかりで、

これからなのに・・・

勇気あるなあーって、感心してしまう。




圭介も、いつもよりビールを飲むペースが早いかも・・・




とりあえず孝ちゃんに乾杯！って、何回も乾杯しちゃったし・・・。




なんだろうね？もちろんいい事で、素晴らしいことなんだけど、

自分では、まだまだ考えられないことだから、、気をつけなきゃ！

とりあえず今夜は、もう一回、孝ちゃんに乾杯！




さて・・・

美味しくご飯も食べて、おなかも満足したし、

お酒で少し酔っ払ってきたし、今日は、やっぱり圭介の家に泊まろうっと。










圭介の家に向かう途中、もう一回電車に乗って、電車を降りて、コンビニに立ち寄る。

とりあえずは、明日の朝食べるヨーグルトと、いつまで吸うのかなーって考えている煙草と、

圭介の家で、少しだけ飲み足したいから、ビールを1本買う。




となりのレジで、圭介も、ビールを買っている。あと、煙草とお菓子とプリンも・・・。













【happy?(02)　終わり】
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    happy?(03) 
    圭介の家でとりあえず、ビールで乾杯！

圭介がつけたテレビには、お笑いの芸人さん達がいっぱい写ってる。




少し前までは、テレビも全然見なかったけど、

最近は、ちょっと見る。そして、ちょっと面白いとも思う。だから笑う。




明日もお互いに、仕事があるから、

圭介と、順番にシャワーを浴びて、ドライヤーで髪の毛を乾かす。




明日のお店のシフトが、早番だから、早めの時間のアラームを携帯でセットする。

置きっぱなしの保湿クリームを肌に塗って、圭介にキスをする。

そんなに盛り上がっている感じでもないけど・・・でも、圭介が電気を消す。




圭介・・・

一応、避妊は、よろしくね。孝ちゃんにはまだ早いでしょ？って、心で思う。

たぶん・・・圭介だって、わかってる。













【happy?(03)　終わり】











  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(04) 
    

美香の携帯のアラームが、鳴っている。

圭介は、まだ、寝ている。




結局、昨日の夜、わりと遅くまで起きていたので、まだ眠いけど・・・

でも、起きなきゃ・・・




ついでだから、圭介も起こす。




二人で、けだるく煙草を吸う。

二人で、笑いながら、ヨーグルトとプリンを食べる。




先に、シャワーを浴びる。

コンタクトを入れる。




簡単に、化粧をする。




圭介の家に置いてあった、服に着替える。




玄関で圭介とキスをする。




一緒に、圭介の家を出る。

一緒に駅まで歩く。




一緒に電車乗る。




圭介より先に、電車を降りるから、

電車の中で、バイバイをする。




“じゃあね圭介。また電話するね！”




電車を降りて、振り返ると・・・




電車の中で一人になった圭介が、自分のバッグの中から、読みかけの本を取り出すのが、見えた。
















【happy?(04)　終わり】
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    happy?(05) 
    美香が先に降りてから、圭介は、バッグの中から、読みかけの本を取り出した。 




でも、昨日の夜、

成り行きで美香が泊まりにきて、成り行きで、夜も遅くなったから、

まだ、体が眠い気がしている。




本を読んでいても、字を見ているだけで、ストーリーが、頭の中に入ってこない。




なんとなく、孝について 考えてみる。




あいつが,もう父親になるなんてなーって 思う。

孝の彼女の響子ちゃんも、二回ぐらい会って、飲んだこともあるけど、

あの子が、母親になることも、わりと信じられないことだ。




すっとした綺麗な顔の子で、たしか美容師かなんかだったと思うけど、

子供が生まれる前に、辞めちゃうんだろうなーって思う。

美容の専門学校も、出てたと思うけど・・・




でも、あの子がなーって思う。




ところで、孝の今の給料で、二人（いや三人？）の生活って、

大丈夫なんだろうか、あいつ？ 




電車が駅に着いた。圭介は改札を出て、会社まで歩く。




美香が働いているお店の会社とは全然関係ないし、

そんな大きな会社でもないけど、

圭介もアパレルブランドの会社で働いている。 




会社自体がができて８年ぐらい、本社の社員も ２０人足らず。

そんな会社に、圭介は今年就職した。 




“おはようございます”




自分たちで朝の掃除をしたあと、圭介が所属している営業部の、

朝のミーティングが 始まった。




営業部は、部長を入れても５人。

営業部の部長といっても、部長も今年３０歳になったばかりだって言っていた。

見た目も若く、普通に一緒に歩いていたら、たぶん、友達って思われると思う。




そんな部長が




“今月の売り上げ予算に対して、売り上げが全体的に厳しいから、

月末まで、もう少し頑張ってほしい”




なんて言う。




この言葉も、入社以来、たぶん、毎月聞いているような・・・。

だから、厳しいんじゃなくて、売り上げ予算が高すぎるのでは・・・？

って思ってる。




たぶん、部長も思ってる。

会社だから、しょうがないんだろうけど・・・。




ミーティングの後、圭介が担当になっている取引先のお店に、電話してみる。




電話にでた女の子に、




“どうですかー？売れてますかー”

って、 元気な声で、とりあえず聞いてみる。 




あんまり元気じゃない声で、返事が返ってくる。

うーん、ここのお店もちょっと厳しいらしい。




そういえば、

“昔は、アパレルって、めっちゃ売れていたんだよー”って、

別の取引先の社長から聞いたことがある。




“みんな、１店舗の売り上げで、１か月に何千万も売れていたんだから” 






って、聞いたことがある。

　　　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　

























【happy?(05)　終わり】　　　　　
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  happy?
  





    happy?(06) 
    １か月に何千万って・・・

凄いよなあ・・・







会社の電話が鳴る。

同じ営業の先輩の麻紀さんが、電話を取る。




“圭介、電話、名古屋～”




名古屋のお店からの電話。

名古屋には、会社のブランドの直営店があって、そこのお店からの電話だ。




“もしもし、お電話変わりました～”




“圭介君？　お疲れ！

今日入ってきた商品、１点足りないよ”




名古屋店の店長の田辺さんだ。

うちの会社の中では、やり手の店長って言われている人。

わりとミスには厳しい人で、昨日、圭介が送った商品に、送り漏れがあったらしい・・・




“すみません！”

“今日の荷物と一緒に、送ります”




少し、汗するやりとりだ。

その圭介の様子を見て、先輩の麻紀さんが笑って言う。




“またか、お前”って言う。
















【happy?(06)　終わり】











  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(07) 
    圭介は、また送り間違いで、怒られているのかって、麻紀が思う。




“しょうがねーなぁー”って呟きながら

麻紀はお菓子の飴を口の中に入れて、パソコンからメールソフトを開く。




なにか対処しなければいけないメールが届いていないのを、確認してから、

今日のスケジュールを、手帳を見てチェックする。




そこで、麻紀の内線電話が鳴りだした。




社長からだ。




麻紀は、口の中の飴をティッシュに包んでごみ箱に捨て、電話を取る。




“ちょっと来てくれ”




社長に呼ばれてしまった。

手帳を持って、上の階にある社長室に行く。




ノックして、社長室の扉を開けると、

そこには、社長と営業部長が、先にソファーに座っていた。




“麻紀、ちょっと仙台に言ってきてくれないか？”って社長が言う。




“仙台ですか？”




“そう仙台、お店出しませんかって言われてるから、ちょっと明日から見てきてよ。行ける？”




話を聞くと、昨日、社長のとこに、仙台の某ファッションビルの営業さんが来て、

お店を出しませんかって、依頼をしていったらしい。




麻紀の仙台出張が決まった。

とりあえず、牛タンは食べなければって、麻紀は心に思って、部長と一緒に社長室を出た。




階段を降りながら、

“部長は行かないんですか？”って麻紀が聞く。




“俺は、明日、お客さんがこっちに来ちゃうんだよ。仙台行きたかったけどなー。

せっかくだから、仙台に泊ってくる？”




“日帰り出張苦手なんで、泊ってきます”




“あーい、じゃ明日明後日で、言っておいで。明日は、出店依頼の場所見て、明後日はどうしてくる”




“午後過ぎから出社します”




“あーい。では、よろしく。牛タンぐらいは食べといで。男なら風俗行くけど、麻紀は女の子だからなー”




朝の会議で、売り上げが厳しいって言っていた部長が、

（１泊２日で、ファッションビルを見に行くというだけの）ゆるゆるスケジュールに、

ごく軽めのセクハラと一緒に、気軽にＯ．Ｋをくれた。




ネットで、明日泊るホテル探さなきゃって、麻紀は考えた。
















【happy?(07)　終わり】











  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(08) 
    

麻紀は机に戻り、パソコンでホテルを探す。







“麻紀さん、明日から仙台なんですか？”

部長から聞いたのか、圭介が聞いてくる。







“そう、お店出すかもだってさ”




“へー、いいですね、仙台。行ったことないんですよー”




“遊びじゃないからねー”って、




取りとめもない会話を交わしながら、よさそうなホテルを予約する。







朝から、今日会社に入荷した新商品の検品をしていた生産部の女の子から内線がきて、

今日の入荷商品の確定数量を教えてもらった。







今から、自分たちで、入荷した新商品を、全国の取引先やお店に、発送をする。

いわゆる“送り”である。




昨日、圭介が間違えたのも、この“送り”の時に間違えた。







通常だと、外部の業者に“送り”を委託しているアパレルの会社のほうが多いと思うけど、

麻紀たちの会社は、まだ規模も大きくなく、自分たちで“送り”をしている。







“圭介、今日は間違えるなよ”




“はい、注意します”







部長も含めて、５人で本日の“送り”が始まる。







でも、その間も、取引先なんかから電話がかかってきて、

そのたびに、誰かが手を止めて、電話の対応をする。







そして・・・

まとめて大きな段ボール箱で入荷してきた商品が、

発送用に、どんどん小さな段ボール箱や、袋に詰められて（詰めかえられて）いった。







また、内線が鳴った。

そして、部長がまた社長に呼ばれて、社長室に行く。







部長も大変そうだなーって、麻紀は思った。
















【happy?(08)　終わり】
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    happy?(09) 
    部長が社長に呼ばれてから、10分ぐらいの時間が過ぎた。




また、内線が鳴る。

今度は、麻紀だけではなく、営業全員が社長室に呼ばれた。




“失礼いたします。”と言い、全員で、社長室に入ってみると、




今度は、社長と（営業の）部長だけではなく、経理部長までが一緒にソファーに座っている。

部長以外の営業部員全員で、そのソファーの近くに立つ。




ソファーに座っている3人の、中心にはテーブルがあり、

その上には、1枚のA4の紙が置かれていた。




社長が、その紙を手にとって、同じ営業部員で、麻紀のとなりに立っていた山木に渡す。




“お前の担当だった、新潟の取引先Ａがつぶれたぞ”




山木が、じっとその紙を見ている。




麻紀がとなりから、覗き込むと、その紙には、

取引先Ａと、その社長が倒産、破産の準備を始めるから、

もう直接の連絡は取らないで下さいという

取引先Ａの倒産手続きを始める弁護士事務所からの、会社への通知だった。




そして、経理部長が、取引先Ａの現状の売掛金について、話し出した。




その話を聞きながらも、山木はまだ、じっと同じ紙を見ていた。













【happy?(09)　終わり】
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    happy?(10) 
    山木は １週間前に取引先Ａの社長と電話で 話したことを思い出す。







厳しい状況だとはＡ社の社長からも聞いていたし、







本当は、毎月の月末には、







先月中にＡ社に納品した商品の納品金額請求分を１００％で

支払いをしてもらわなければいけなかったのに・・・




ここの所ずっと、支払いは遅れがちになっていた。




月末の支払い日を過ぎて、山木が電話でお願いして 

なんとか支払ってくれる みたいな感じで… 







それでも１００％の支払いではないことも多く、

先月末の支払ってもらわなきゃいけない金額は、

まだ１円も支払ってもらっていなかったから、

たぶん 未回収の金額も５０万くらいはあるはずだ。







先週の電話では、




“社長、お店の状況はどうですかー？”と、山木。




“うーん、やっぱり厳しいねー、でも、お金は払うから、

ちょっとだけ、待っててよ”と、社長。




“長い付き合いなんで、いいですよ。待ちますよ。

社長、心、折れないで下さいよ”と、山木。




“当たり前だろっ！ちょっとだけ、支払いを待っててくれ。

今、銀行とも新規融資の件で話しているから”と社長。







思い返してみても、いつもの電話と、そんなに変わりはなかったはずだ。

たぶん、融資が下りなかったことは、想像がつくけど・・・

でも、しかし・・・やってくれちゃったなぁ・・・社長。

もう連絡は取れないだろうけど・・・

もう一度、あの社長の声が聞いてみたい気がする。







経理部長の説明だと、売掛金は５６万あった。

倒産・破産の手続きをする弁護士事務所に電話をしたら、

裁判所に手続きをする準備には、６ヶ月くらいはかかるらしく、

また、Ａ社の社長は不動産にも、少し手をだしていたらしく、

債務は、たぶん、７千万ぐらいあるんじゃないかという話だった。







たぶん、うちの会社には、もうお金は返ってこないだろうけど、

店頭に残っているうちの商品だけは、送って返してくれるらしい。




（うちの会社の）社長が、山木に状況の説明を求めてきた。




山木は社長に向かって、一生懸命、状況説明をした。

７千万円のなかの、５６万円。

だから、しょうがないって、話になるわけはないから・・・。

一生懸命、状況説明をした。















【happy?(10)　終わり】
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    happy?(11)
    麻紀や圭介たちは、山木を残して、先に社長室を出る。




なんとなく、みんなテンションが低くなっている。




みんな、展示会なんかで、Ａ社の社長には会ったことがあり、

面白くて、勢いのある社長だった。




でも、もう、あの人も、そんな風には生きられないのかも・・・




どうするのだろうと考えてしまう。




みんな無言で、




“送り”の続きが始まった。




あまりのらない気分のまま“送り”を続けると、

山木も戻ってきた。




圭介も、なんとなく山木に会釈だけして、

山木も、やり切れなそうな笑いで、圭介に返事をした。




圭介は、すっきりせず、休憩がてら、喫煙場所に行って、煙草に火をつける。

山木も、煙草を吸いに来た。







“山木さん、新潟行くんですか？”




“いやー、こうなっちゃうと、もう行ってもしょうがないから、いかないよ。”




“そうなんですか？社長に怒られました？”




“うん、取引先の状況の変化に気付けなかったことは・・・。

そうはいっても、たぶん、むこうも気付かせないように話すから、

だれでも気付けなかったとは思うけど・・・”




“そうですよね。あの社長どうするんですかね、これから・・・”




“どうするんだろうね、頑張るしかないんだろうけど・・・”










山木は、落ち込んでいる。




圭介も、なんとなく話しかけれることがなくなり、携帯電話を手に取る。




“取引先がつぶれちゃったよ！”

と、美香にメールを送る。




そのメールが届いた時、美香はお店に立って接客をしていて、

美香の携帯電話は、ストックルームに置いてあるバッグの中に入っていた。










-新着メール-




美香の携帯電話に、圭介からのメールが届いたことが表示された。













【happy?(11)　終わり】










[image: ]


↑↑↑
よろしくお願いいたします。モンキーファイブ！

★携帯電話の場合は、

こちらをクリック で、

モンキーファイブへＧＯ！







  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(12)
    
美香は、お店のシフトで休憩時間となり、

ファッションビルの従業員休憩室に入る。







従業員休憩室は、ビルの中のいろいろなお店のスタッフが 

毎日ここでお昼御飯を食べたり、煙草を吸ったり、

しゃべったり、疲れてグッタリするところだ。




他のお店のスタッフとも 毎日のように、ここで顔を会わせるので、

自然と知り合いも増えていく。 







美香も休憩室に入り、他のお店のスタッフ達と、

挨拶や簡単な世間話をしたあとに、

ひとりで空いているパイプ椅子に座った。







携帯電話を開く。

圭介からのメールを見る。

よくわからないけど・・・

圭介が、大変そうだ







“頑張れ！圭介！わからないけど、うまく乗りきれ！”







なんて・・・美香が、圭介にメールを送っていると、

美香の前のパイプ椅子に、陽子が座った。




“お疲れー”互いに挨拶を交わす。







陽子は、美香と同じ会社が運営する別のブランドのお店で働いている。 







美香の働いているお店は、わりとシンプルなシルエットで、

ベーシックなカラーをベースとしたブランドなのだが、

陽子の働いているお店は、カラフルで、個性的なシルエットの商品が多い。




なんとなくのイメージとしては、美香のお店はＯＬを対象としていて、

陽子のお店は、美容や服飾の専門学校生を対象としているような感じである。




だから、陽子は今日も、カラフルで、一見、奇抜？な恰好をしている。

でも、小柄な陽子には、よく似合っていて、可愛い。




“美香ちゃん、明後日の木曜日の夜って、空いてる？”

陽子が聞いてきた。




“予定はないけど・・・なんかあるの？”




“トシ君のイベント行かない？”




トシは、美香と陽子の共通の友達である。

小さな広告代理店で働いている会社員で、月に１回、定期的に

友達同士で、小さめのクラブを借りて、ＤＪイベントをやっている。

以前、陽子とも付き合っていたこともある。





“トシ君のイベントって、テクノ系でしょ？どうしようかなー”




“いいじゃん、なんか集めなきゃいけない人数のノルマもあるみたいだし、

協力してあげようよ。美香ちゃん。前回、あまり人が集まらなかったんだよね。”




美香は、それほど、テクノという音楽のジャンルが得意ではなかった。




規則的にリズムが続き、人の声が入っていない曲が多く、聞いていると

どうしても、人の声の歌が聞きたくなってくる。




クラブでお酒を飲んで聞くと、それなりに楽しく踊れ、気持ちもよくなるのだが、

周りで踊っている人達ほど、気持ちよく、しかも陶酔した感じには、ならないので、

自分の中で、ギャップを感じてしまうのである。




まあ、周りの人たちが、純粋に音楽とお酒だけで

気持ちよく、しかも陶酔しているとは、限らないけど・・・





でも特に予定もないので、美香もなんとなく軽い気持ちで、




“ディスカウント（通常よりも低い金額）で入れるんでしょ？

たまには、行くか～。陽子、一緒に飲もっか！テキーラでもっ”




と言ってみた。




“よし！決定！じゃ、トシ君に伝えとくね！

明後日は、テキーラだね！テキーラナイトだっ！”




陽子が素直に喜んで、笑った。

つられて美香も、笑った。







【happy?(12)　終わり】









  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(13)
    美香は、携帯電話で時間を見ると、休憩時間が終わりそうだったので、

陽子とは、遊びに行く約束をして、お店に戻った。





お店の中は、休憩に行く前よりお客様が増えていて、

美香も、急いでお店の中にいるお客様の接客に付く。





仕事の上達って面白いもんで、最初のうちは、

お客様と話すことが接客することだと思っていた。





だから、美香は、自分のことまで含めて話し込み、

長い時間かけてひとりのお客様と話していたもんだ。





でも、上達してくると、お店の中の全体が見えてくるから、

ひとりのお客様と話し込んでいるうちに、他のお客様をほったらかしにしていることに気が付く。





だから、２人のお客様に同時に、接客に付くようになる。

もっと、上達してくると、３人のお客様に同時に接客ができるようになる。





いまの美香は、休日にお店が込んでいる時は、たぶん、４～５人同時に接客をしている。





今日は、それほどではないので、周りの状況に目配せしながらも、

美香はひとりのお客様と、ニコニコ笑いながら話し込んで、

結果的にはそれが、お客様の複数点数のまとめ買いに導くこととなった。





お客様に、レジでお会計をしてもらったあと、お店の電話が鳴りだした。

レジにいた美香が、そのまま、その電話を取る。






【happy?(13)　終わり】








  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(14)
    美香が電話をとると、電話の相手は、美香のお店を運営する

本社の営業の佐々木だった。




“今、電話に出ているの、堂園さん？”

堂園とは、美香の名字のこと。




美香は、この佐々木のことが、あまり好きではない。

というか・・・お店のスタッフみんなが、佐々木のことをあまり好きではない。




佐々木は、若いくせに、いちいち“頑張ったアピール”をしてくるから、面倒くさい。




例えば、美香のお店で売り切れになった、カットソーがあったとする。

本社に、その商品の（まだどこのお店にも置いていなくて）本社で追加投入用に

ストックしている在庫が、残り５枚あったとする。

同じ日に３店舗で、そのカットソーが売り切れていて、その５枚を振り分けるとする。

そうすると・・・




美香のお店をＡ店として、

Ａ店に３枚、Ｂ店に１枚、Ｃ店に１枚か

Ａ店に２枚、Ｂ店に２枚、Ｃ店に１枚の振り分け方しか、ないはずだ。




もちろん、売り上げの高い店に、在庫枚数を多くするから、東京都内にある

美香のお店は、売り上げ上位店なので枚数が多くなる。




その振り分け枚数を、電話で教えてもらう時に

佐々木はいちいち、

“頑張ってなんとか、３枚確保したよ！だから、頑張って売ってね！”

とか言うのである。




それを聞くと、美香も他のスタッフも、

“頑張ってなんとかって、なに？、ほんとにいちいちアピールしてくるなぁ”って思う。




たぶん、パソコンで見て３店舗に振り分ける枚数を自分で決めて、

発送作業をする倉庫に、その振り分け方を、連絡しているだけっぽいのに・・・




電話の向こうで、

”忙しくって！”とか“あー、疲れたよ”って、アピールも凄く多い。




若いのに、ほんと、いちいち面倒くさいって感じなのである。




だから、お店のスタッフたちは、佐々木のことは、みんなで




ーウザ木ー




と呼んでいる。




その、ウザ木が,

“今日、社長が、（美香の働いているお店のあるファッションビルの）総会に

行くって出て行ったみたいだから、終わったら、

たぶんお店にも顔出すよー”と言った。







総会とは、ファッションビルを運営しているデベロッパー会社が開くもので、

そこのファッションビルにお店を出しているテナントの社長を集め、

１年間や半年の状況の報告を行うものである。




その報告内容は、ビル全体での売り上げ状況や入店客数状況から、

どんな広告を出したかとか、ビルの人事体制とか、いろいろありで、

だいたい２時間ぐらいの報告会である。




ファッションビルの中で、お店を継続して運営していくためには、

その総会のような集まりに出ることも、運営会社であるデベロッパーに対しての

ちょっとした政治活動のようなもので、大切らしく、

総会には、ビルの中のほとんどのお店の社長が集まる。




だから、同じ日に別のデベロッパー会社のファッションビルの

総会のような集まりが重なり、２か所で開かれるとなった場合、

そのビルの両方ともにお店を出していると、

社長は、

“これは・・・、もしかして踏み絵？”って、

考えちゃったりもするらしい。




（その場合は、社長はもちろん、力関係で、

売り上げが高いお店があるデベロッパーのほうの集まりに顔を出し、

もう一つのデベロッパーの集まりには、別の人が行くことが多いみたいだが・・・。）




そして、デベロッパー会社によっては、

ホテルの大広間を借りて総会を開いたりもするのだが、

美香のファッションビルの場合、最上階に大きなイベントスペースがあるので、

そこを使って開かれる。










“本当ですか、店長に言っておきます！”




“頼むよ！今からでもお店の中を、もっと綺麗に掃除して、

いつ来るかわからないから、大きな声でみんなが、いらっしゃいませーって言い続けて、

トルソー（マネキン）のコーディネートも見直して！いつも以上に接客して！”




美香は・・・

うーん、当然それは全部するけど・・・

なんか、こいつに言われると、うっとうしいなーと思いつつ、




“わかりました！気をつけます！”




と言って佐々木の電話を切り、店長に




“店長！ウザ木が、今日、総会の帰りに社長がお店に寄るって言ってます！”

と伝えた。







ニコニコしていた可愛い店長の顔が、一瞬、ちょっと緊張した顔になったが、

その後・・・

“やっぱりなー”って、店長は少し笑った。

店長は、今日、総会があることは前から知っていたから、予想していたらしい。




そう言われて見てみると、美香は、店長の顔のメイク（お化粧）がいつもより

しっかりと、メイクされているように見えてきた。




たぶん、いつもよりメイクも濃いはずだ・・・さすが、店長だ！

と、美香は思った。










  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(15)
    ウザ木の電話から、３時間ぐらいしてからだろうか・・・

美香のお店に、美香のお店の社長がやってきた。




もう、社長は６０歳過ぎているくらいで、わりと小柄で細身の体型をしている。

髪の毛は、綺麗な、白髪になっている。

そして、いつも優しい香水の香りがするような気がする。







ニコニコしながら、お店に入ってきた。







美香のイメージだと、この社長は、いつもニコニコしていて、

優しそうなイメージなのだけど、

本社の人たちの、社長への気の使い方を見ていると、

たぶん、怒ったら怖いんだろうなーとは思う。




スタッフ、みんなが社長に頭を下げて、挨拶をする。

社長は、ニコニコして、それに応える。




社長が店長に、ニコニコしながら、

“どうですかー”と聞く。




店長が、

“今月は、売り上げ予算も達成できそうです！”と返事をする。







社長は、

“うんうん”と返事をして、

“では、頑張って下さいね。”と言って、お店を出て行ってしまった。







いつもより、たぶんメイクに時間をかけてきた店長も、

“はい、頑張ります”と言った後、社長がすぐに、出て行ってしまったので、

メイクに時間をかけたぶん、呆気なくて、ちょっと、さびしそうに見えた。




-社長のお店訪問完了-である。







わりと、みんな心構えして待っていたのだが、あっという間の完了である。

それはそれで、良いことなのだけど・・・







しばらくして、また、ウザ木から電話があった。

美香は、また、その電話を取ってしまって、心の中で舌打ちをする。







“社長、大丈夫だった？何も言っていなかった？”

ウザ木は、ほんと、こんなことばっかり気にしていそうだ。







“大丈夫でした。すぐ出て行っちゃいました。”と美香は言い、

“よかったー”とウザ木は、電話の向こうで安心した。







安心したからか、ウザ木は、そこから、いろいろと話し出したのだが、

早く電話の切りたかった美香は、ほとんど話も聞かず、

ただ・・・“はい”“はい”と、適当に返事をして、やり過ごしていた・・・。













次の日の朝、（圭介と同じ会社で働いている）麻紀は、

東京駅から仙台行きの新幹線に乗る。

新幹線の中で読むつもりで、読みかけの小説を持ってきていたのだが、

朝早かったからか、すぐに寝てしまい、

起きたら、もう仙台駅の手前まで、新幹線は進んでいた。







新幹線が仙台駅に到着して、そこから麻紀はタクシーに乗り、某ファッションビルに向かう。







そのタクシーは、１０分ぐらいで到着し、麻紀はお金を払って領収書をもらい、

タクシーを降りて、そのファッションビルの中に入って行く。







このビルの営業さんとは、後ほど、このビルの事務所で会うことになっているのだが、

麻紀は、会う前に、このビルの中の全フロアを一度見ておこうと思い、

入口に置いてある、このビルのフロア案内を手に取り、

エレベーターで、まず最上階まで、上がってみることにした。










最上階まで上がってみると、

（まだ時間が早いからなのか）フロアには、誰一人、お客様は歩いていなかった。










麻紀は、エレベーターを降り、そのフロアーを、歩いて一周してみる。




このフロアーは、いわゆるロック

（その中でも特にビジュアル系やパンク系）の服を

取り扱っているお店が多いらしく、どのお店にも基本的には黒い服が多く置いてある。




また、対照的に、ピンクでレースでフリフリのロリーターファッションのお店もあった。


  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(16)
    麻紀は、エスカレーターを使い下のフロアに降り、

またそのフロアーを一周しては、下のフロアに降りて、

地下のフロアーまで、ビルの中を、見て回った。





  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(17)
    ついつい、麻紀は、提案のあった区画の周りにあるお店の売り上げも聞いてみた。




やっぱり、人気のあるブランドは、売り上げもいい。




今回、提案のあった区画の通路を挟んで、向かいのお店は、

最近、ファッション雑誌にも商品がよく載っていて、人気がある。

そして、売り上げもいい。




商品のティストは、麻紀の会社の商品とも似ていて、もしかしたら、

お客様の買い回りも期待できる。




今ある、売り上げの悪いお店の商品よりは、売れるとは思う。







麻紀は、営業さんに、お店を出す時の（家賃となる）条件を聞いてみた。




だいたい、お店を出す時は、（そのお店の大きさに合わせて変わってくる）保証金を、

ファッションビルを運営するデベロッパーに預ける。

一応、保証金は、退店する時に、退店時にかかる費用なんかを引かれて、帰ってくる。

アパートを借りる時の敷金と同じ様な感じだ。




あとは、売り上げの中から、１０％～２０％ぐらいを家賃として毎月支払う。

もちろん、売り上げが０円だから、０円の家賃というわけにはいかないので、

最低保証金額が、デベロッパーより設定される。

これが、どんなに売り上げが悪くても、家賃として最低払わなければいけない金額となる。




麻紀が聞いた条件は、だいたい想像の範囲で、

なんとなくお店を出した時に予想できる売り上げから考えたら、

いい話のような気がした。




麻紀は、念のため、営業さんに、もっと家賃が下がるかどうかを聞いてみた。

うーんと言いながらも、営業さんは、ほんの少しだけ、家賃を下げる。




その後も、多少の駆け引きのあと、条件も決まり、

麻紀は、

“じゃ、東京帰ったら、（お店を出すかどうかを）社長に聞いてみます。”

と言った。







営業さんは笑いながら、

“お願いたします”と言い、




“今日は、日帰りですか？”と麻紀に聞いた。




“いえ、今日は、１泊してから、明日帰ります。”と麻紀が言うと、




“もし、夜の予定が無いならば、おいしい牛タンでも、食べにいきませんか？

せっかく仙台まで来ていただいたので、会社の接待費で、ごちそういたしますよ。”




と、営業さんが素敵なことを、言ってくれた。




麻紀は、

“えー、接待されちゃうと、お店を出すこと、断りにくくなるじゃないですかー”

と、言いつつも、




“美味しい牛タン、よろしくお願いいたします。”と営業さんに頭を下げた。













【happy?(17)　終わり】









  
  
  

  

  

  happy?
  





    happy?(18)
    麻紀と営業さんは、営業さんの仕事が終わる、

夜の８時半にビルの近くの待ち合わせ場所を決める。




麻紀は、８時半までには、まだ時間があるので、

一度、予約していたホテルにチェックインをした。




熱めのシャワーを浴びる。




そしてホテルの中で、少しのくつろいだ後、麻紀は、待ち合わせの場所に向かった。




８時半。




営業さんは、先に来て、待っていた。




“すみません、お待たせいたしました”

“いやいや、時間どうりでしょ？さて、では、美味しい牛タンを食べましょう！”




麻紀は営業さんに連れられて、雑居ビルの地下にある、美味しそうな雰囲気がする居酒屋に入る。




“とりあえず、牛タンですね？”

“はい、お願いたします。”




ビールで乾杯をすませ、二人で牛タンを（もちろん、他のおつまみも・・・）食べる。




居酒屋で出てきた牛タンは、麻紀が今まで知っていた牛タンとは違い、

かなりの厚みがある牛タンで、とても、美味しい牛タンだった。




“美味しいですね！”

“でしょ！”




なんて、話をしながら、二人でお酒を飲む。




麻紀は、営業さんに質問をしてみる。




“結婚はされているんですか？”




“してますよー。もう３年位になります。２才の子供もいるんですけど・・・

嫁さんも子供も、大分にいるんで、なかなか会えないんですよね～。”




“じゃ、今って、単身赴任なんですか？”




“そうですそうです。もう、一年半くらい、仙台にひとりでいます。”




“浮気してるでしょー？？？”

“してないですよ～！。もちろん、したいんですけどね・・・どうです、僕？？？”




“ははは・・・、とりあえず、お断りいたします。”

“でしょ！もちろん、断られると思ってましたよー。

言ってから、もしＯ．Ｋもらっちゃったら、どうしようかと思いましたよ～”




なんて、会話をしながら、麻紀は、仙台の夜を楽しんだ。




そして、これから、（お店を出すかも知れないビルの）営業さんと麻紀は、

怪しいことはなにもなく、

でも、お店は２件をまわり、夜の２時くらいまで、

二人で楽しくお酒を飲み、麻紀はホテルに戻った。




そして、麻紀はベッドにもぐりこんだ。







【happy?(18)　終わり】
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    happy?(19)
    翌日、麻紀は、ホテルをチェックアウトして、東京に戻る新幹線に 乗り込んだ。





昨日、少し遅くまで 飲んでいたからか、自分の席に座ると、すぐに 眠り込む。





途中で、ふと目が覚めると、どこかの駅から乗って来たのだろうか。

麻紀の隣には 小柄な男の人が座っていた。

たぶん、６０歳を過ぎているぐらいだろう.

細身で 高級そうなストライプスーツを自然に着こなし、綺麗な白髪で、

どことなく優しそうな雰囲気がする。

そして、優しい香水の香りも・・・。




麻紀は、となりに座っている男の人が、妙に気になったのだが、

いつのまにか、また眠ってしまい、

次に麻紀の目が覚めた時は、もう新幹線は、東京駅の手前にいた。




そして、麻紀のとなりにいた男の人は、もういなかった。

手前の駅で降りたのだろう。




麻紀は、優しい香水の香りが、まだ、ほんの少し、となりに残っているような気がした。







【happy?(19)　終わり】
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    happy?(20)
    麻紀は、東京駅で新幹線を降りると、そのまま会社に戻る。




会社に着くと、麻紀は自分のデスクの後ろに、荷物を置き、デスクの上に置いてある、いろいろなメモを見る。




それは、麻紀がいない間に、かかってきた電話の相手先と、簡単な用件が書いてあった。

営業部のメンバーが、麻紀宛の電話を取って、その都度、メモを残したものだ。




麻紀は、早めに電話しなければいけない取引先に電話した後、

営業部長のデスクに行き、仙台の出張報告をした。




麻紀の出張報告を聞いた後、部長は社長に内線をし、

そのまま、麻紀と営業部長は、社長室に向かった。




“どうだった？仙台は？”社長が聞く。




麻紀は、先ほど営業部長にした内容と重複するが、もう一度、

仙台の状況についての説明をした。




麻紀自体は、仙台の出店については前向きに考えていたので、

お店を出す場所の状況や出店契約を交わす際の条件など、前向きに説明をする。




社長は、麻紀の報告を、真剣に聞いた後、




わりと簡単に、




“じゃあ、お店だしてみるか！”と言い、




“麻紀、仙台のビルの営業さんに、

出店を考えたいけど、こっちは東京の会社で、仙台に販売員がいないから、

販売代行を受けてくれそうな会社があるかどうかを聞いてみてくれ”




と言った。




販売代行を受けてくれそうな会社とは、

例えば東京の会社が、地方にお店を出したくて、でもその地方の販売スタッフがいない時、

また、東京で地方のスタッフを管理することが難しいと考えた時に、

その地方の会社で、販売を代わりに請け負ってくれそうな会社のことである。




その会社は、自分の会社のスタッフで、その、まかされたお店を運営して、お客様に販売をし、

その売り上げの中から、だいたい１５％前後の販売代行料を受け取ることとなる。




アパレルの会社は、やっぱり東京に多く、それ以外の地域で、お店を出す時には、

そのような販売代行会社を使う会社も多い。




“わかりました”と麻紀は言い、営業部長と一緒に社長室を出て、

デスクから仙台のビルの営業さんに、電話を